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(57)【要約】
　
【課題】　コンピュータ用ディスプレイを見る者にとっ
て見やすくする用に、コンピュータ用ディスプレイを搭
載するトレイを有するコンピュータのディスプレイを見
るのをサポートする装置を提供する。
【解決手段】　本発明のディスプレイ搭載トレイを有す
るコンピュータ用ディスプレイを見るのをサポートする
装置は、（ａ）最上位位置と最下位位置との間で、前記
ディスプレイ搭載トレイの垂直方向の位置を変化させる
垂直方向ユニットと、前記垂直方向ユニットは、水平方
向ベースに接続され、（ｂ）前記垂直方向ユニットに支
持され、閉鎖位置と開放位置との間の複数の回転位置か
ら表示トレイを回転させるトレイ回転ユニットとを有す
る。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　ディスプレイ搭載トレイを有するコンピュータ用ディスプレイを見るのをサポート
する装置において、
　　　（ａ）　最上位位置と最下位位置との間で、前記ディスプレイ搭載トレイの垂直方
向の位置を変化させる垂直方向ユニットと、
　　　　　　　前記垂直方向ユニットは、水平方向ベースに接続され、
　　　（ｂ）　前記垂直方向ユニットに支持され、閉鎖位置と開放位置との間の複数の回
転位置から表示トレイを回転させるトレイ回転ユニットと
を有する
ことを特徴とするディスプレイを搭載するトレイを有するコンピュータのディスプレイを
見るのをサポートする装置。
【請求項２】
　　　前記垂直方向ユニットは、ディスプレイ搭載トレイをスライド可能に支持する一対
の平行な弓形レールを有し、
　　　第１位置決め装置が、垂直方向位置と回転位置を変化させる
ことを特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項３】
　　　前記第１位置決め装置は、モータと機械的リンク機構とを有する
ことを特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項４】
　　　ディスプレイ搭載トレイを有するコンピュータ用ディスプレイを見るのをサポート
する装置において、
　　　（ａ）　支持脚部を有し、最上位位置と最下位位置との間で、前記ディスプレイ搭
載トレイの垂直方向の位置を変化させる垂直方向ユニットと、
　　　　　　　前記垂直方向ユニットは、水平方向ベースに接続され、
　　　（ｂ）　前記垂直方向ユニットに支持され、閉鎖位置と開放位置との間の複数の回
転位置から表示トレイを回転させるトレイ回転ユニットと
　　　（ｃ）　第２シャーシ支持脚部と複数の細長い支持部材とを有し、前記垂直方向支
持を安定させる第２シャーシ・ユニットと、
　　　（ｄ）　前記垂直方向ユニットに回転可能に接続される部材により支持されるデー
タ入力機器用トレイと、
　　　　　　　前記部材は、最上位方向と最下位方向の間の回転を変化させる
を有する
ことを特徴とするディスプレイを搭載するトレイを有するコンピュータのディスプレイを
見るのをサポートする装置。
【請求項５】
　　　前記垂直方向ユニットは、ディスプレイ搭載トレイをスライド可能に支持する一対
の平行な弓形レールを有し、
　　　第１位置決め装置が、垂直方向位置と回転位置を変化させ保持する
ことを特徴とする請求項４記載の装置。
【請求項６】
　　　前記部材は、第２位置決めユニットにより回転する
ことを特徴とする請求項４記載の装置。
【請求項７】
　　　前記複数の細長い支持部材は、平行な弓形レールの第２の対と、安定化させる弓形
レールとを有し、
　　　前記弓形レールの第２の対と安定化させる弓形レールとは、楕円形状を形成するよ
う方向付けられ、取り付けられる
ことを特徴とする請求項４記載の装置。
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【請求項８】
　　　ディスプレイを見る為のシートを有し、
　　　前記シートは、シートバックと肘掛けを有し、前記弓形レールの第２の対と垂直方
向支持に面して、スライド可能にサポートされ、
　　　前記シートは、垂直方向支持部材に対し、最近位置と最遠位置との間を動き、
　　　前記シートバックは、リクライニング位置と直立位置との間を回転する
ことを特徴とする請求項４記載の装置。
【請求項９】
　　　前記シートの動きを変化させる第３位置決めユニットをさらに有する
ことを特徴とする請求項８記載の装置。
【請求項１０】
　　　各位置決めユニットは、モータと機械的リンク機構とを有する
ことを特徴とする請求項９記載の装置。
　

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　　本発明は、コンピュータ・ワーク・ステーションに関し、特に、コンピュータ用デ
ィスプレイを見るのをサポートする安価で快適な装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　　　近年ますます多くの人にとって、コンピュータで作業する時間が増え、コンピュー
タ・ディスプレイを見る時間が増えている。これは、仕事上であるいはインターネットの
ユーザの両方にとってそうである。このような成長する市場のニーズに応えるべく、小型
のコンピュータ支持部材あるいはワーク・ステーションを工夫して、コンピュータの前で
ユーザが作業する場所をより快適に且つ疲れないようにする様々な装置／方法が提案され
ている。このような支持部材の一例は、特許文献１に開示されている。これらの作業支持
部材は、椅子と一体型で、家庭用ではなく、オフィスのプロのユーザ用に主にデザインさ
れている。
【特許文献１】米国特許第４，９１５，４５０号明細書
【特許文献２】米国特許第６，３１５，３５８号明細書
【特許文献３】国際公開パンフレット：ＷＯ９９／０４６７０号
【０００３】
　　　特許文献２、３は、ユーザが座るシートと、このシートの前に配置されるディスプ
レイ搭載トレイとを有するコンピュータ・ワーク・ステーションを開示する。このワーク
・ステーションは、第１ベースを有する第１シャーシと、細長いシート・サポート部材と
、このシート・サポート部材に沿ってシートをリクライニング位置から直立位置の間で姿
勢を変化させる第１の位置変化手段とを有する。このワーク・ステーションは、さらに第
２ベースを有する第２シャーシと、細長いモニタ支持部材と、このモニタ支持部材の位置
を最上位位置と最下位位置との間で変化させる第２の位置変化手段とを有する。結合手段
を用いてシートをモニタ支持トレイに結合し、これにより、シートをリクライニング位置
に動かすことにより、モニタ支持トレイは最上位位置に動く。シートを垂直位置の方向に
動かすことにより、モニタ支持トレイは最下位位置に動く。
【０００４】
　　　ここに開示されたシートとモニタ支持トレイとの間の機械的結合手段は、ワーク・
ステーション全体の支持部材の占有面積が大きくなることに加えて、位置の機械的調整機
構に結合される比較的フレキシブルなケーブルとスプリングを有する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　　　それ故に、本発明の目的は、コンピュータ・ディスプレイを見る際に、最大のフレ
キシビリティを与えるために、コンピュータ・ディスプレイと一体となったシートを具備
する（あるいは具備せずに使用される）モジュラ型の小型のコンピュータ用ディスプレイ
を見るのをサポートする装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　　　本発明によれば、以下の構成を有するディスプレイ搭載トレイを有するコンピュー
タ用ディスプレイを見るのをサポートする装置が提供できる。即ち、本発明の装置は、（
ａ）最上位位置と最下位位置との間で、前記ディスプレイ搭載トレイの垂直方向の位置を
変化させる垂直方向ユニットと、前記垂直方向ユニットは水平方向ベースに接続され、（
ｂ）前記垂直方向ユニットに支持され、閉鎖位置と開放位置との間の複数の回転位置から
表示トレイを回転させるトレイ回転ユニットとを有する。
【０００７】
　　　本発明の前記垂直方向ユニットは、ディスプレイ搭載トレイをスライド可能に支持
する一対の平行な弓形レールを有し、第１位置決め装置が、垂直方向位置と回転位置を変
化させる。本発明の第１位置決め装置は、モータと機械的リンク機構とを有する。
【０００８】
　　　本発明によれば、以下の構成を有するディスプレイ搭載トレイを有するコンピュー
タ用ディスプレイを見るのをサポートする装置が提供できる。即ち、本発明の装置は、（
ａ）支持脚部を有し、最上位位置と最下位位置との間で、前記ディスプレイ搭載トレイの
垂直方向の位置を変化させる垂直方向ユニットと、前記垂直方向ユニットは水平方向ベー
スに接続され、（ｂ）前記垂直方向ユニットに支持され、閉鎖位置と開放位置との間の複
数の回転位置から表示トレイを回転させるトレイ回転ユニットと、（ｃ）第２シャーシ支
持脚部と複数の細長い支持部材とを有し、前記垂直方向支持を安定させる第２シャーシ・
ユニットと、（ｄ）前記垂直方向ユニットに回転可能に接続される部材により支持される
データ入力機器用トレイと、前記部材は、最上位方向と最下位方向の間の回転を変化させ
るを有する。
【０００９】
　　　本発明の垂直方向ユニットは、ディスプレイ搭載トレイをスライド可能に支持する
一対の平行な弓形レールを有し、第１位置決め装置が、垂直方向位置と回転位置を変化さ
せ保持する。本発明の部材は、第２位置決めユニットにより回転する。本発明の複数の細
長い支持部材は、平行な弓形レールの第２の対と、安定化させる弓形レールとを有し、前
記弓形レールの第２の対と安定化させる弓形レールとは、楕円形状を形成するような向き
に取り付けられる。
【００１０】
　　　本発明の装置は、ディスプレイを見る為のシートを有し、前記シートは、シートバ
ックと肘掛けを有し、前記弓形レールの第２の対と垂直方向支持に面して、スライド可能
にサポートされ、前記シートは、垂直方向支持部材に対し、最近位置と最遠位置との間を
動き、前記シートバックは、リクライニング位置と直立位置との間を回転する。前記シー
トの動きを変化させる第３位置決めユニットをさらに有する。各位置決めユニットは、モ
ータと機械的リンク機構とを有する。
【実施例】
【００１１】
　　　図１に、本発明の一実施例によるコンピュータ用ディスプレイを（見るのを）サポ
ートする装置１０を示す。同図において、ディスプレイ搭載トレイ１２は、垂直方向ユニ
ット１４に沿って、最上位位置と最下位位置との間をスライドする。垂直方向ユニット１
４の端部は、水平方向ベース１５に結合される。トレイ回転ユニット２０（図のディスプ
レイ搭載トレイ１２の裏側にある）は、垂直方向ユニット１４により支持され、ディスプ
レイ搭載トレイ１２を、図に示す閉鎖位置から垂直方向ユニット１４に直交する開放位置
の間を回転させる。垂直方向ユニット１４は、一対の平行な弓形レール２２を有する。こ
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の弓形レール２２に沿って、ディスプレイ搭載トレイ１２は、スライドする。第１位置決
め装置２４は、１つあるいは複数個の位置決め用の配置用モータ２８と１つあるいは複数
個の結合装置２９とを有し、弓形レール２２の間のクロス部材３０に回転可能に搭載され
る。第１位置決め装置２４は、ディスプレイ搭載トレイ１２のスライド運動と回転運動を
提供する。
【００１２】
　　　一般的に、コンピュータ・ディスプレイ（図示せず）は、ディスプレイ・トレイに
搭載されて、トレイが閉鎖位置にある時に直接見ることができる。公知の搭載用器具（図
示せず）は、このためディスプレイのトレイの裏側に配置される。ディスプレイ・トレイ
が開放位置にあると、コンピュータ・ディスプレイは、開放位置のディスプレイ・トレイ
上に配置される。この開放位置の構造により、ラップトップ・コンピュータを配置するの
に有益で、座ったり立ったりしながら、心地よい角度で作業ができるようになる。一般的
に、コンピュータ用ディスプレイを（見るのを）サポートする装置１０の水平方向ベース
１５は、コンピュータ・ディスプレイを見るために快適且つ可変の角度に合うようにデス
ク（図示せず）表面に搭載されるが、この装置１０は、フロア（床）に置くことも可能で
ある。この装置１０で、従来の椅子と共に使用し、座りながらディスプレイを見ることも
できる。この装置１０の別の構成は、弓形レール２２を有し、フロア上に配置するのに適
したものである。バッテリあるいは電線（図示せず）を用いて、第１位置決め装置２４に
電力を与えることもできる。コンピュータ・ディスプレイからコンピュータへのワイヤ接
続は、弓形レール２２に沿って行われ、これによりコンピュータは、この装置１０の近傍
に配置できるようになる。
【００１３】
　　　図２において、同図に示す床おき型のコンピュータ用ディスプレイを（見るのを）
サポートする装置１００は、以下に述べる差異はあるが、図１のコンピュータ用ディスプ
レイを見るのをサポートする装置１０と類似する。そのため同一部品／類似部品は同一番
号を付す。マウス用トレイ３５は、データ入力機器用トレイ３４の端部に取り付けられる
。データ入力機器用トレイ３４は、入力トレイ支持部材３６により支持される。データ入
力機器用トレイ３４は、キーボード（図示せず）を搭載し、マウスあるいは他のポインテ
ィング装置（図示せず）が、マウス用トレイ３５上に配置される。
【００１４】
　　　第２シャーシ・ユニット４０は、一対の平行な弓形レール４４を有する。この弓形
レール４４の第１端に弓形レール２２が取り付けられ、第２端に脚部４６が取り付けられ
る。垂直方向ユニット１４は、伸びた弓形レール２２を有し、この弓形レール２２は、脚
部４２となる。少なくとも１個の安定化弓形レール４７が、その一端で弓形レール４４に
取り付けられ、他端で垂直方向ユニット１４に取り付けられる。これにより、第２シャー
シ・ユニット４０の楕円形状が規定される。
【００１５】
　　　入力トレイ支持部材３６が、弓形レール４４の端部の間で第２端に回転可能に連結
される。そこで入力トレイ支持部材３６は、垂直方向部材に連結されて、データ入力機器
用トレイ３４の高さ方向の変化が可能となる。入力トレイ支持部材３６の動きは、第２位
置決めユニット５２により制御される。第２位置決めユニット５２は、弓形レール４４の
間に登載され、モータ５４と結合装置５５を有する。この結合装置５５は、モータ５４を
入力トレイ支持部材３６に結合する。
【００１６】
　　　バー４８は、弓形レール４４、４７を連結する。従来の椅子が、第２シャーシ・ユ
ニット４０の上に配置されると、コンピュータ・ディスプレイは座った位置で見ることが
できるようになる。バー４８は、フットレスト（足置き）としても機能する。別の構成と
して、この装置１００は、第２シャーシ・ユニット４０を立てたり広げたりしながら使用
される。
【００１７】
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　　　図３において、同図の床おき型のコンピュータ用ディスプレイを（見るのを）サポ
ートする装置１００は、図１の装置１０と図２の装置１００に類似する。従って、同一番
号を付した要素は同一動作をする。コンピュータ作業者のシート７０は、ヘッドレスト７
１と、シートバック（背もたれ）７３と、少なくとも１個の肘掛け７６とを有する。シー
ト７０は、弓形レール４４上を、垂直支持部材２４から離れたり近づいたりするために、
スライドするよう配置される。さらに、シートバック７３は、よりリクライニング位置あ
るいはより垂直位置になるよう配置される。シート７０の弓形レール４４に沿った動きと
シートバック７３の動きは、別々に第３位置決めユニット８０により制御される。この第
３位置決めユニット８０は、シート７０の下に配置されている。第３位置決めユニット８
０は、シートの左下側に配置された制御スイッチ８２を有する。弓形レール４４に沿った
シートの動きとシートバック７３の回転運動が、様々な位置で可能なために、ユーザに快
適な座り心地を提供できる。
【００１８】
　　　床おき型のコンピュータ用ディスプレイを見るのをサポートする装置１００は、第
１と第２と第３の位置決めユニットが、制御スイッチ８２を通して制御されるよう構成さ
れる。その結果、シートに座ったコンピュータ作業者は、ディスプレイ搭載トレイ１２と
、データ入力機器用トレイ３４と、ヘッドレスト７１（シートバック７３を含む）の動き
と位置を完全に制御できる。バー４８は、ヘッドレスト７１にコンピュータ作業者が座っ
た時に、その人にとって快適なフットレストを提供する。
【００１９】
　　　コンピュータ用ディスプレイを見るのをサポートする装置１０と床おき型のコンピ
ュータ用ディスプレイを見るのをサポートする装置１００の管状の構造とモジュラ構造に
より、支持部材の安価な製造と且つパッケージが可能となり、これにより、コンピュータ
用ディスプレイ支持部材は、容易に移したり組み立てたりできる。
【００２０】
　　　以上の説明は、本発明の一実施例に関するもので、この技術分野の当業者であれば
、本発明の種々の変形例を考え得るが、それらはいずれも本発明の技術的範囲に包含され
る。特許請求の範囲の構成要素の後に記載した括弧内の番号は、図面の部品番号に対応し
、発明の容易なる理解の為に付したものであり、発明を限定的に解釈するために用いては
ならない。また、同一番号でも明細書と特許請求の範囲の部品名は必ずしも同一ではない
。これは上記した理由による。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施例によるデスクトップ型のコンピュータ用ディスプレイを見るの
をサポートする装置を表す斜視図。
【図２】本発明の一実施例によるデータ入力機器用トレイを有する床置き型のコンピュー
タ用ディスプレイを見るのをサポートする装置を表す斜視図。
【図３】本発明の一実施例によるデータ入力機器用トレイとシートとを有する床置き型の
コンピュータ用ディスプレイを見るのをサポートする装置を表す斜視図。
【符号の説明】
【００２２】
１０　コンピュータ用ディスプレイを見るのをサポートする装置
１２　ディスプレイ搭載トレイ
１４　垂直方向ユニット
１５　水平方向ベース
２０　トレイ回転ユニット
２２　弓形レール
２４　第１位置決め装置
２８　配置用モータ
２９　結合装置
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３０　クロス部材
３４　データ入力機器用トレイ
３５　マウス用トレイ
３６　入力トレイ支持部材
４０　第２シャーシ・ユニット
４２　脚部
４４　弓形レール
４６　脚部
４７　安定化弓形レール
４８　バー
５２　第２位置決めユニット
５４　モータ
５５　結合装置
７０　シート
７１　ヘッドレスト
７３　シートバック
７６　肘掛け
８０　第３位置決めユニット
８２　制御スイッチ
１００　床おき型のコンピュータ用ディスプレイを見るのをサポートする装置
　
　

【図１】

【図２】

【図３】
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